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 本研究は、高額設備を使わない三次元曲面加工技術を開発し、県内の木工業界の活発化を図ること

を目的としている。また、県内の木工関連企業からなる三次元木工技術研究会を組織し、売れる商品

づくりの技術向上を図る。 

 昨年度までに曲げ戻りの少ない湾曲集成の加工方法や曲面をいかした試作品などを製作してきた。 

 これまでに開発した三次元曲面加工用の治具では幅はぎ部分に隙間があくため、加工しやすさを含

め治具の改良を行った。これにより垂直方向の圧締に加え水平方向も締めることが可能となり、隙間

の空かない積層成形が可能となった。 

 また、この技術を活用したスマートフォンスタンドの商品化を目指し、V-Cupによりターゲットニー

ズや商品グレードについて検討し、試作を行った（下図）。 

加工可能な形状のバリエーションとしてホーン形状の他に６角形の器を成形する型を製作し、それ

による試作を行った。 

この技術について特許出願を行い、作業工程をまとめた「三次元曲面加工技術マニュアル」を作成

し、三次元木工技術研究会を対象に講習会を開催し、技術普及を行った。 
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